
（別紙３）

〜 2025年10月30日

（対象者数） 34 （回答者数） 27

〜 2025年12月20日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ご家族同士、情報交換や悩み相談、レスパイト等の機会を
増やしていけると良いと考えています。
・お子さんの理解の様子や特性等、お子さんへの関わり方の
理解を深める取り組みを、個別課題や集団活動の中で深める
機会を更に増やしていけると良いと考えています。また、発
達のチェックシートをご家族にも行って頂き、お子さんの発
達や成長の様子を共有する事を検討しています。どの様にす
ると力を伸ばしていけるのか、具体的な提案や取り組みを更
にできていけると良いと考えています。

2

・現状維持で良いと考えています。

3

・利用希望者が減少している現状があり、事業所での送迎の
検討が必要になってきていると感じます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・SNSの活用を検討したいと思います。

2

事業所での送迎の検討が必要になってきていると感じます。

3

親子療育クラスを開設している事。 ・日常的にお子さんの成長をご家族と確認しています。
・職員やご家族同士、話しやすい雰囲気作りを心がけていま
す。
・モニタリングの時期以外に懇談日を設けています。
・茶話会や学習会等、ご家族同士が話し合える機会を設けてい
ます。

１クラス5人の少人数で療育を行っている事。 ・お子さんが安心して活動に取り組める様に、活動内容によっ
ては、お子さんの特性や発達の段階、お子さん同士の相性を考
慮し、5人のお子さんを更に小さいグループに分けて活動して
います。

ご家族に送迎を行って頂いている事。 （主に単独クラスでの取り組みについて）
・送迎の際に、進路や発達について等、ご家族の相談にタイム
リーに応じる様にしています。
・その日の様子を写真で取り、お迎えに来て頂いた時に、口頭
での説明を加えながら、見て頂いています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・SNSを利用していない事。 ・ご家族への連絡が、電話のみで、直ぐに繋がらない場合があ
り、折り返しの電話を頂いたりと、お手数をお掛けしている状
況があります。
・ご家族の方に、2ケ月の1回の『おひさま通信』で、学習会
や茶話会、個別懇談の日程等に関してお知らせをしています
が、お伝えをしてから期間が空く事で、周知が徹底する事がで
きず、当日、調整して頂く事があり、お手数をお掛けする事が
あります。

ご家族に送迎を行って頂いている事。 ・事業所で送迎を行っていない事で、利用をキャンセルされた
方がおり、利用希望者が減少しています。
・少人数でじっくり職員と関わる事ができるメリットはありま
すが、お子さん同士の交流の機会が少なくなる事が危惧されま
す。

2025年12月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年12月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 おひさま

○保護者評価実施期間 2025年10月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

おひさま
公表日    2026年  2月  19日

利用児童数 2025年10月31日 回収数 27/34   ７９％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

96% 4%

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

81% 15% 4%

・いつも忙しそうにしているが、手厚い
支援をありがとうございます。
・適切であるのか、分からない。
・たまに、人手が足りないのかなという
時や日がある。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 100%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

96% 4%

・部屋も清潔で活動時の部屋も子ども達
に分かりやすくなっている。
・お部屋の玩具が全て壁側にあるので、
子ども達がぶつからない安心感はある
が、背中を向いたまま遊ぶ時もあるの
が、寂しい。
・各部屋には髪の毛が落ちている事が目
立つ。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

100%

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

96% 4%

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思
いますか。 100%

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支
援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されていると思いますか。

92% 4% 4%

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

96% 4%

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

96% 4%

・お部屋の汚れに関しては、朝、職員全
員で室内の清掃を行っていますが、午後
の療育前の清掃は行っておりませんでし
た。午後の療育前に、午後の療育に向け
た教材等の準備と合わせて、室内の汚れ
の確認を行いたいと思います。
・お部屋の遊び方に間しては、お子さん
の遊びやすさを考えた玩具の配置となっ
ておりました。玩具の配置を少し調整
し、お子さんやご家族が表情を見ながら
遊ぶ事ができるスペースを作りたいと思
います。

・契約時にお渡しさせて頂いている重要
事項説明書に記入させて頂いている『支
援プログラム』に添いながら、幅広い活
動を経験して頂けるよう、職員間で相談
しながら支援や活動の内容を検討してい
ます。ご家族の皆様に、更に満足して頂
ける内容となるよう、職員全員で学び、
研鑽を積んで行きたいと思います。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

・児童発達支援ガイドラインに添いなが
ら、児童発達支援計画を作成させて頂い
ておりますが、ご説明が不足している点
やご家族の思いの確認が不足していた点
があったと思います。今後、更に丁寧な
説明や思いの確認をさせて頂きたいと思
います。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・法廷基準に添う人数を配置していま
す。
・職員がお休みを頂いていたり、外勤に
出ている日があり、職員配置が手薄にな
る日があったと思います。ご家族の思い
を聞かせて頂きまして、職員間でお子さ
んやご家族の方へ対応させて頂く機会の
調整をし、お子さんやご家族の方に安心
して利用して頂き、幅広い活動に取り組
む事や、お話を聞かせて頂く時間を丁寧
に設けていきたいと思います。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと
活動する機会がありますか。

66% 4% 15% 15%

・今まで特に交流をした機会はないので
分からないにチェックを付けた。
・１年間、同じクラスのメンバーでの活
動が主であり、他のクラスの子どもたち
と交流する機会があると、子どもの成長
にもつながるように感じる。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

100%

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

100%

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。 88% 4% 8%

・分からないが、家族も参加しやすい雰
囲気だと思う。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

100%

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

100%

・お話できるだけで、安心できる。いつ
も聞いてくれてありがとうございます。
・面談や相談した時には、対応してもら
え、子育てに助かっている。面談がもう
1回くらいあれば良いと思う。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

96% 4%

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

62% 19% 19%

・年に数回、茶話会で交流の機会はある
が、一人っこのため、兄弟への支援につ
いては分からない。
・父母、保護者同士の交流、兄弟向けの
イベント等は、もう少し増えて欲しい。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。 96% 4%

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

96% 4%

・とても丁寧

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。 81% 4% 15%

・お迎えの際に、その日の様子を写真付
きで説明があり、活動の内容や活動の目
的を知る事ができています。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

92% 4% 4%

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

88% 4% 8%

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

74% 7% 19%

・まだ、一度も避難訓練等に参加してい
ないので分かりません。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

92% 4% 4%

非
常
時
等
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
等

・認定こども園や保育所等と併行利用し
ているお子さんが大半であるため、交流
の機会は設けていません。
・他のクラスとの交流は、初対面の人に
不安を感じるお子さんやいつもと違う流
れに戸惑うお子さんがいる事が予想され
る事や、環境上、５・６人以上のお子さ
んを受け入れる事が難しい事等、お子さ
んの安心感や活動の安全面の観点から、
設けていません。

・2ケ月に1回、個別懇談の時間を設けさ
せて頂いております。お忙しい中、お時
間を頂きましてありがとうございます。
お話の時間が必要な際には、いつでも聞
かせて頂きたいと思います。お気軽に職
員へお伝え下さい。

・茶話会や学習会、単独通園日（親子ク
ラス）等でご家族同士の交流の場を提供
させて頂いています。
・単独クラスや単独通園日には、談話室
を解放し、ご家族同士の交流の場を提供
しています。
・きょうだい同士の交流の場は、午前と
午後に療育を行っている事や土曜日も療
育を行っている事もあり、提供していま
せんが、療育に同席して頂く等、個別で
の対応を行わせて頂いています。

・契約時にリスクマネジメントマニュア
ルをご提示し、説明をさせて頂いており
ます。

・地震の避難訓練は、それぞれのクラス
で、少なくても年１回実施できる様、年
間計画を立てて実施しています。
・火災の避難訓練は、隣接するつくしん
ぼ学級と合同のため、平日の午前クラス
のみ実施しています。来年度は、午後の
クラスも火災の避難訓練を、つくしんぼ
学級と合同で予定したいと思います。



26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

74% 7% 19%

・通い始めてから、事故等は発生したこ
とが無いので分からない。（２名）
・事故の状況になった事がない。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

96% 4%

・おひさまの先生になら何でも話せると
言っていた。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

96% 4%

・いつも楽しみに通う事ができている。
まだ、物理的にできないことや気持ちを
コントロールできないこともあるが、こ
れからもよろしくお願いしたい。
・毎日通いたいとせがんでくる程、楽し
みにしている。
・「おひさま行く︕」と朝とても楽しみ
に通所しています。
・とても毎回、通うのを楽しみにしてい
る。活動内容も楽しんでいるようだ。

29 事業所の支援に満足していますか。

96% 4%

・療育時間があと少し長めだとよいと思
う。
・親子共々、支援してもらい感謝してい
る。
・いつもあたたかい見守り支援があり満
足している。ありがとうございます。

 

満
足
度

 

・療育時間に関しては、今後、じっくり
検討させて頂きたいと思います。
・これからも、お子さんとご家族の方
が、安心して楽しく、充実した時間を過
ごして頂ける様、職員間でコミュニケー
ションを取り、チームで取り組んで行き
たいと思います。ご家族の皆様には、日
頃より、温かく、深いご理解とご協力を
頂きまして、感謝申し上げます。



（別紙５）

おひさま
公表日    2026年 2月 19日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

100%

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

100%

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 100%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

100%

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら
れる環境になっているか 。

100%

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

100%

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

100%

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。 

100%

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

100%

昨年度より、第三者による外部評価を実施す
る事ができました。今年度も実施予定です。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

100%

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

100%

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成
しているか。 100%

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ
でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最
善の利益を考慮した検討が行われているか。 100%

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ
ているか。 

100%

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 100%

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支
援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな
がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具
体的な支援内容が設定されているか。

80% 20%

事業所独自の評価表を使用しお子さんについ
てアセスメントをすると共に、日々の行動の
様子を評価し、児童発達支援ガイドラインの
項目に添いながら、児童発達支援計画を作成
しています。また、ご家族の方からのニーズ
の聞き取りをモニタリング時に行い、児童発
達支援計画に反映しています。また、新しい
児童発達支援計画の検討会議時には、全職員
が参加し行っています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

100%

事業所名

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

適
切
な
支
援
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提
供

事業所における自己評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

100%

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

100%

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 100%

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

100%

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に
つなげているか。

100%

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性
を判断し、適切な見直しを行っているか。

100%

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

100%

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

100%

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の
観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか。 100%

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100%

（28〜30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携
を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け
たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極
的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど
もと活動する機会があるか。

100%

支援内容には含まれていませんが、ほとんど
の利用児が、日常的に過ごす並行通園先があ
ります。また、ご家族のニーズを聞かせて頂
き、地域の子ども園等で行われているサロン
の紹介を行っています。

ご家族のニーズや、子どもたち自身の思いに
耳を傾けつつ、おひさまとしてのインクルー
ジョンの進め方を検討していきたいと思って
います。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

100%

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 100%

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか。

100%

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家
族の意向を確認する機会を設けているか 。 100%

31

100%

隣接する児童発達支援センターの職員と児童
発達支援事業の職員がメンバーとなる研修委
員会があり、合同で学習会を開催していま
す。

28
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得ているか。

100%

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

100%

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている
か。

100%

保護者会は開催していませんが、茶話会やご
家族向け学習会を開催し、ご家族同士が交流
する機会を設けています。また、ご兄弟同士
の交流する機会は設けていませんが、ご兄弟
の療育への同伴は歓迎しています。

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。 100%

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに
より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に
対して発信しているか。 100%

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100%

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

100%

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

100%

法人のHPにて、おひさまの活動の様子を
『春・夏・秋・冬』に分けて、写真で紹介し
ています。また、法人ＨＰのおひさま事業所
紹介サイトでは、『自己評価結果』と『支援
プログラム』の公表を行い、地域への周知を
図っています。

45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。 100%

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

100%

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

100%

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応
がされているか。

80% 20%

ご家族から配慮点等を聞かせて頂き、アレル
ギーのある食品の提供を控えています。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

100%

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

100%

法人内のリスクマネジメント委員会に事業所
職員が参加し、情報の共有やリスクについて
の意見交換を行っています。その内容は、委
員会に参加していない職員にも周知されてい
ます。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。

100%

毎回の療育前後の打ち合わせや振り返りの中
で、原因と対応、予防方法について話し合
い、取り組んでいます。また、毎月行われる
職員会議で、先月の件数や事案について確認
を行っています。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

100%

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。 100%

保
護
者
へ
の
説
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（別紙４）

〜 ２０２５年 １２月 １３日
（対象者数） １４名 （回答者数） １１名

〜 ２０２５年 １２月 ２０日
（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

〜 ２０２５年 １２月 １３日
（対象数） 12園 （回答数） ８園

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

発達支援に関する研修会へ参加し、アセスメントや支援内容
の組み立て方、取り組み方について学ぶ機会を設ける。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問者を担当職員とせず、複数の職員が行う等、回数多く実
施できる体制作りを整える。

2

3

対象児を児童発支援事業利用児としているため、保育所等訪問
支援計画の内容や園での様子、先生とのお話や園での支援の様
子について、児童発達支援事業でも共有する事ができる点や、
必要な取り組みに関しては、事業所内でも取り組む事ができ、
お子さんのスキルアップやスキルの定着に繋げていく事ができ
る。

園での行動観察や必要に応じて個別的な関わりを行う中で、支
援グッズの検討や導入等を担任の先生と行っている。
また、必要な支援グッズに関しては、事業所で作成し、園で使
用して頂く事をお願いするケースがある。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援事業の職員が兼務しており、児童発達支援事業内
の行事や個別療育等があり、保育所等訪問支援は、多くても月
１回が限度である事。

保育所等訪問支援計画の実施が、園の担任の先生まかせとなっ
てしまう事がある。

２０２５年 １２月 １３日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年12月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 ２０２５年 １１月 １日

○事業所名 おひさま

○保護者評価実施期間 ２０２５年 １１月 １日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙５）

おひさま
公表日    2026年  2月  19日

利用児童数 2025年12月13日 回収数 79%

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 訪問支援に使用する教具教材が整えられていますか。

73% 27%

2 プライバシーに配慮された面接室等が整えられていますか。

100%

3 事業の目的が適切に説明されていると思いますか。

100%

4 保育所等訪問支援の頻度や時間について、相談の上決定されていますか。

100%

5
こどもの状態に応じた支援が提供できる職員（職種や人数）体制だと思い
ますか。

100%

6
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

100%

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計画）が作成されている
と思いますか。 100%

8
保育所等訪問支援計画（個別支援計画）には、訪問先施設や担任等の意向
が盛り込まれていると思いますか。

91% 9%

9
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等
訪問支援の提供すべき具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容が
設定されていると思いますか。 100%

10 保育所等訪問支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

100%

11
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先施設に配慮した支援が行われてい
ると思いますか。

91% 9%

12
事業所を利用する際に、運営規程、利用者負担等について丁寧な説明があ
りましたか。

100%

13
「保育所等訪問支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされました
か。

100%

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行なわれていま
すか。 100%

15
必要なときにこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状
況、課題について共通理解ができていると思いますか。

100%

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

100%

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

100%

18

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。 100%

19
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

100%

保
護
者
へ
の
説
明
等

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

訪問の日程調整や訪問時、先生と確認を
させて頂き、了承を頂いております。

日程調整の際には、園の意向を聞かせて
頂いております。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

基本的には、園の担任の先生が準備され
た教材を使用させて頂いています。

保護者からの事業所評価の集計結果公表



20
事業所は、訪問先施設からの相談等に適切に応じ、必要な助言と支援が行
われていると思いますか。

91% 9%

21
保育所等訪問支援を実施した際に、訪問先施設と訪問支援の内容について
話し合いが行われていると思いますか。

100%

22
保育所等訪問支援を実施した際に、保護者に対して適切に共有がなされて
いると思いますか。

100%

23
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されています
か。

91% 9%

24 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

91% 9%

25
事業所では、緊急時の対応について訪問先施設と連携し、実践できるよう
にしていると思いますか。

73% 27%

26
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

91% 9%

27 こどもは訪問支援を嫌がっていませんか。

100%

・いつも楽しみにしている。

28 事業所の支援に満足していますか。

100%

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

多機能型の事業を行っており、保育所等
訪問支援事業を利用しているお子さん全
員が、児童発達支援事業を利用していま
す。児童発達支援事業の方で避難訓練等
を実施しています。訪問先での安全面
は、訪問先の園に従う事となっておりま
す。

訪問時、ミーティングの時間を設けて頂
いたり、時間の調整が難しい際には、電
話でミーティングの時間を頂き、今日の
様子の振り返りや普段の様子の確認、先
生の考えや思いや悩み等を聞かせて頂
き、支援の仕方や方向性について意見交
換をさせて頂いております。

評価表記入の依頼時にお渡しさせて頂い
た案内に記載させて頂いた通り、法人Ｈ
Ｐで自己評価の公表を行わせて頂いてお
ります。ご覧になりたい方は、『社会福
祉法人 侑愛会 おひさま』で検索して
下さい。

契約時にもお伝えさせて頂いた通り、訪
問時や訪問の報告時等、ご家族の方やお
子さんが、不快や不安に感じない様に、
配慮しています。不足する点や心配に感
じる点等がありましたらお伝え下さい。

緊急時は、児童発達支援事業リスクマネ
ジメントマニュアルに記載させて頂いた
通り、訪問先の園の方針に従う事として
います。
2026年度は、保育所等訪問支援でお伺い
させて頂いた際、園の緊急時（火災・地
震・津波等）の対応について、口頭、若
しくは、マニュアルを拝見させて頂く
等、園の先生と緊急時の取り組みに関し
て確認をさせて頂きたいと思います。更
に、おひさまの『リスクマネジメントマ
ニュアル』をお渡しさせて頂きたいと思
います。



（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取
り入れやすいものですか。

100%

・いつも丁寧な対応、報告書ありがと
うございます。
・いつもこども達のことを事細かく見
て貰えて、私たちが見落としていた場
面など気付かされることが沢山ある。
・具体的な体験談を交えながら助言を
貰っている。
・現実的で、無理のない内容の助言で
実行しやすい。

・園の先生と普段の様子の確認やおひ
さまでの様子の情報提供を通して、お
子さんの様子について、理解が深ま
り、貴重な時間を頂いております。大
きな集団生活の中で、配慮が必要なお
子さんへ、お子さんの理解や行動の仕
方に合わせた関わりを実践をされる、
園の先生方に頭が下がる気持ちでいっ
ぱいです。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています
か。

100%

・十分満足しています。
・信頼の持てる知識と方法で安心でき
る。

・これからも、お子さんの行動理解、
支援方法について、研鑽を積んで行き
たいと思います。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい
ますか。

100%

・十分満足しています。
・いつも丁寧に話を聞いて貰ってい
る。
・質問に対して、その都度意見や助言
を貰っている。必要に応じて支援に必
要なアイテム等を実際に持ってきて貰
う事で参考にしたり、取り入れやす
い。
・的確で温かな言葉で伝えてくれるの
で、相談しやすい。

・これからも園の先生とのお話を通し
て、お子さんへの支援の方法につい
て、一緒に考えさせて頂きたいと思い
ます。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消
または軽減されましたか。

78% 22%

・十分満足しています。
・事業所で実際に行っている支援を知
り実践して、始めは効果があったが、
途中から効果がなくなることがある。
人的な関わりも影響があるのかと思っ
ている。
・園内で悩んでいたことが、専門的な
方に相談する機会を貰い、より良い関
わりへのヒントが見つけられた。

・訪問させて頂く中で、先生とお子さ
んへの支援内容の検討や確認させて頂
く事が、おひさま職員も学びがいっぱ
いです。支援をスタートし、取り組み
が長くなると、効果が薄れる事や、関
わる人でも様子が変化する事は、おひ
さまでもあります。その際に、おひさ
までは、その都度、その時のお子さん
に合わせて、支援内容の見直しを行っ
ています。訪問は、約月１回のペース
で、支援の効果が無くなったタイミン
グで、タイムリーにお伺いできない時
が多いと思います。必要な際には、お
気軽に、お電話での相談も可能ですの
で、ご連絡頂けましたら嬉しいです。

5 事業所からの支援に満足していますか。

100%

・十分満足しています。
・大変参考にしている。

・毎年、保育所等訪問支援を含め、おひさまにお世話になっている。いつも、丁寧に訪問支援員の
方はじめ、対応して頂きありがとうございます。今年度は2名のお子さんがおひさまに通所してい
るが、園としての困りごとや悩み事にもいつも相談に載ってもらい感謝している。いつも保護者と
療育探しの面談をする時、迷わずおひさまを薦めている。しかし、運転に自信が無い、車が無いと
いう保護者が今年はおり、おひさまに繋げることができなかった。来年度もよろしくお願い致しま
す。おひさま・つくしんぼ学級に本当にお世話になりありがとうございます。
・こちらの困りごとを聞きとってもらい具体的なアドバイスをもらえることに感謝している。

・お忙しい中、日程調整や当日の訪問のご対応、訪問終了後の話合いの時間等、たくさんの
ご協力とご理解を頂きまして、本当に感謝申し上げます。先生方のお子さんへの深く、暖か
い思いを聞かせて頂いたり、活動を拝見させて頂く度に、感銘を覚えた時がたくさんありま
した。また、定期的に訪問をさせて頂く中で、お子さんの成長に感動を頂いた事もありまし
た。そして、おひさまを利用しているお友だちは、毎日、先生方の思いや取り組みを通し
て、充実した時間や安心できる時間を過ごしている事を感じました。おひさまは、園の先生
とお子さんに付いて情報を共有したり、支援を考えさせて頂く事で、チームでお子さんの応

おひさま

   2026年  2月  19日

     2025年12月23日   回収数 75％

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

事業所名

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表



・こちらの困りごとを聞きとってもらい具体的なアドバイスをもらえることに感謝している。
・支援員の方との話し会いの中でその子の成長を振り返る良い機会となっているが、こちらの支援
の配慮不足を感じることがある。
・おひさまで行っている関わりや支援方法を具体的に教えて貰い、園でも同じような援助の仕方を
意識することができている。定期的に訪問して貰い、子供の成長を一緒に感じられるのが嬉しい。
・「支援」といった、専門的すぎない関わり方に無理なく自然な方法を提供して貰い、対象児童だ
けではなく、全体的な保育の見直しを改めて考えさせられている。保育室に入って、もどかしい気
持ちにさせてしまうかと思うが、よろしくお願いします。
・いつもやさしく丁寧に話を聞いて貰い、説明をして貰っている。担任ともども信頼している。い
つもありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

とお子さんに付いて情報を共有したり、支援を考えさせて頂く事で、チームでお子さんの応
援ができている充実感、心強さを感じています。これからも、引き続き、どうぞよろしくお
願い致します。



（別紙７）

おひさま
公表日    2026年 2月 19日

チェック項目 はい いいえ
工夫していると思う点・改善が必要だと

思われる点など
課題や改善すべき点

1 訪問支援に使用する場合の教具教材は適切であるか。

100%

訪問先の園の物を使用させて頂いたり、先生
へ支援内容の提案をさせて頂いたり、事業所
で作成した支援グッズをお渡しさせて頂いた
事がありました。

2 利用希望者に対して、職員の配置数は適切であるか。

100%

児童発達支援事業と兼任であるため、利用希
望者の人数によっては、訪問回数に影響がで
る事があります。

現在、個別担当制を取っていますが、担当以
外の職員も訪問をさせて頂く等、契約させて
頂いているお子さんへの訪問回数が偏らない
様に調整して行きたいと思います。

3
業務改善を進めるためのPDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、
広く職員が参画しているか。

100%

4
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

100%

5
従業者の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか 。

100%

6
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている
か。

100%

7
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

100%

8
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を
作成しているか。 100%

9
保育所等訪問支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者
だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が行われているか 。 100%

10
保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪問先施設の担当者等と
連携し、訪問先施設や担任等の意向を盛り込んでいるか。

100%

11
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行
われているか 。

100%

12
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ
ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使用する等により確認しているか。 100%

13
保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支援ガイドラインの「保
育所等訪問支援の具体的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容
が設定されているか。 100%

14
保育所等訪問支援計画が職員間で共有され、計画に沿った支援が行
われているか。

100%

15
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい
るか。 100%

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援
の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

100%

17
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の理念や支援手法を尊重し
て支援を行っているか。

100%

18
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底し、支援の検証・改善
に繋げているか。

100%

事業所名
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事業所における自己評価結果公表



19
定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニタリングを行い、保育
所等訪問支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っ
ているか。 100%

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

100%

21
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

100%

22
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

100%

23
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等に助言を受けた
り、職員を外部研修に参加させているか。

100%

24
(自立支援)協議会子こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積
極的に参加しているか。

75% 25%

隣接している事業所の職員が参加しており、
研修会の案内等の情報を頂いています。

25
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

100%

26
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機
会や情報提供等を行っているか。 100%

27 運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。

100%

28
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の目的等について適切に
説明を行っているか。

100%

29
保育所等訪問支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の
尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。 100%

30
「保育所等訪問支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保
護者から保育所等訪問支援計画の同意を得ているか。

100%

31
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、必要な助言と支援を行っているか。

100%

32

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま
た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている
か。

50% 50%

多機能型の事業を行っており、保育所等訪問
支援事業を利用しているお子さん全員が、児
童発達支援事業を利用しています。（項目︓
３３・４３・４４・４５にて共通事項）ご家
族同士で交流する機会は、児童発達支援事業
にて、茶話会や学習会等を開催し設けていま
す。

33
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

100%

ご家族へは、児童発達支援事業の方で、いつ
でも相談に応じる事ができる事を契約時に説
明すると共に、相談の申し入れがあった際に
は、懇談の時間や電話相談の時間を設けて対
応しています。また、概ね2ケ月1回、懇談の
機会を設け、事業所を利用されている全ての
ご家族から、定期的にお話を聞かせていただ
く機会を設けています。

34
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに
より、活動概要や連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信
しているか。

75% 25%

法人のHPにて、おひさまの活動の様子を
『春・夏・秋・冬』に分けて、写真で紹介し
ています。また、法人ＨＰのおひさま事業所
紹介サイトでは、『自己評価結果』と『支援
プログラム』の公表を行い、ご家族への周知
を図っています。

35 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100%

36
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

100%
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37
訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切に応じる体制を整え、
必要な助言や支援を行っているか。

100%

38
保育所等訪問支援の実施後に、訪問先施設とカンファレンスを行っ
ているか。

100%

39
保育所等訪問支援の実施後に、家族等へ適切に支援内容等の共有を
行っているか。

100%

40 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100%

41
訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門
的な助言を行っているか。

100%

42
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発生を想定した訓練を実施しているか。

50% 50%

訪問先の非常時等の対応に従っています。ま
た、児童発達支援事業のリスクマネジメント
マニュアルに、『保育所等訪問支援に関して
は、訪問先の園に従います』と明記し、ご家
族に配布しています。

2026年度、保育所等訪問支援でお伺いさせて
頂く園と、緊急時（火災・地震・津波等）の
対応について、口頭、若しくは、マニュアル
を拝見させて頂く等、園の先生と緊急時の取
り組みに関して確認をさせて頂きたいと思い
ます。更に、おひさまの『リスクマネジメン
トマニュアル』をお渡しさせて頂きたいと思
います。

43
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

25% 75%

児童発達支援事業にて作成し、定期的に行っ
ています。訪問時は、訪問先の対応に従って
います。

44
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について
検討をしているか。 75% 25%

児童発達支援事業にて作成し、予防や対策を
検討しています。

45
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。 100%

児童発達支援事業にて研修の機会を設け、実
施しています。

46
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか。 100%
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